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第5章の気温分布の復元は 最初に，四国・中国・九州地方の年輪採取地点 (10 地点）とそれ
らに隣接する気象観測地点 (10 地点）を用いて，年輪幅分布を用いた気温分布の復元の可能性を
































































(10 地点）とそれらに隣接する気象観測地点（10 地点）を用いて 年輪幅分布を用いた気温分
布の復元の可能性を検討した。その結果，両者が近接し，地点数が同数の場合には，年単位での
気温分布復元が可能であることが明らかとなった。次に 高知県地方において 気象観測地点の
地点数より年輪試料採取地点数の少ない場合について，年輪採取地点（3地点）から，それらか
ら離れている気象観測地点（9地点）の気温分布の復元を試みた。その結果， 10年平均でみると，
年輪幅の分布から復元された気温偏差の分布は，寒暖の期間において日記などの文書記録に基づ
いた寒暖の復元結果と一致がみられることから，気象観測点から離れた場所に生育している年輪
試料を用いた気温分布の復元も， 10年平均のように数年間の平均状態の復元であれば可能である
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ことが明らかとなった。
以上に示したように，本論文は，わが国で始めて Frits(1976 ）の理論を完壁に駆使し，応用す
ることによって，わが国では不可能あるいは困難と考えられてきた温暖湿潤な気候に生育する樹
木の年輪データを用いて，その樹木が生育する地点の過去の気温の年次変動やそれらの樹木が生
育する地域の気温の分布を（復元できる時期に制限があるものの）復元することに始めて成功し
た画期的な成果である。申請者が 20年以上の年月をかけて，精魂を傾けて完成した西日本産樹木
による年輪気候学の研究体系は，わが国における本格的な年輪気候学研究の道を切り開いたもの
として，その功績は高く評価でき 学位論文として十分な価値を有するものと判定した。
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